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い
じ
め
や
不
登
校
の
増
加
な
ど

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

今
年
度
末
か
ら
地
方
公
務
員

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
定
年
が
延

長
さ
れ
六
十
一
歳
に
、
隔
年
ご
と

に
一
歳
延
長
さ
れ
る
た
め
、
令
和

十
三
年
度
末
に
は
六
十
五
歳
定

年
と
な
る
。
入
会
時
期
と
組
織

の
拡
大
、
会
費
収
入
の
減
少
等

の
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
新
学
習
指
導
要

領
全
面
実
施
、
急
速
に
進
展
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
、
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
等
に
多
忙
を
極
め

る
教
育
現
場
へ
の
支
援
や
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　

二
年
間
に
わ
た
り
本
大
会
の

企
画
・
準
備
を
い
た
だ
い
た
実

行
委
員
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
郡

山
支
部
や
関
係
者
の
皆
様
に
御

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
あ
い

さ
つ
と
す
る
。…

（
要
旨
）

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
県
中
南

の
各
支
部
と
郡
山
支
部
内
の
会

員
で
、
大
会
実
行
委
員
会
を
組

織
し
準
備
し
て
き
た
。
ま
た
、

会
場
側
と
話
し
合
い
、
感
染
対

策
を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

　

講
演
は
、
安
積
国
造
神
社
の

宮
司
で
あ
る
安
藤
智
重
様
を
お

招
き
し
、「
近
代
日
本
の
礎　

安
積
艮
斎
」
と
題
し
て
お
話
い

た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
安
積
艮

斎
は
、
激
動
の
幕
末
儒
学
者
と

し
て
江
戸
に
上
り
、
後
世
に
活

躍
し
た
多
く
の
偉
人
に
影
響
を

与
え
た
教
育
者
で
も
あ
る
。

　

本
大
会
の
目
的
が
達
成
さ
れ
、

実
り
多
い
一
日
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
あ
い
さ
つ
と
す
る
。（
要
旨
）

 
大
会
会
長
あ
い
さ
つ

�

福
士　

寛
樹

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
私
た
ち
の
様
々
な
活
動
も
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
県

大
会
も
令
和
二
年
度
は
中
止
延

期
、
令
和
三
年
度
は
全
会
員
に

要
項
を
配
付
す
る
こ
と
に
替
え

て
実
施
、
令
和
四
年
度
も
中
止
、

そ
し
て
令
和
五
年
度
、
実
に
四

年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
マ

ス
ク
の
常
時
着
用
と
３
密
の
回

避
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
実
施
、

学
校
行
事
・
体
験
活
動
等
の
中

止
や
延
期
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
減
少
、

 

大
会
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

�

工
藤　
　

博

　

本
日
は
各
支
部
よ
り
代
表
二

百
三
十
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
盛
大
に
開
催
で
き
感
謝
す

る
。
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

　

本
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
一
堂
に
会

し
て
の
大
会
は
四
年
ぶ
り
に
な

る
。
本
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
会
員
同
士
の
旧

交
と
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
思

い
の
も
と
、
昨
年
一
月
に
準
備

　

第
五
十
七
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
郡
山
大
会

は
、
令
和
五
年
六
月
十
四
日（
水
）郡
山
市
の
「
郡
山
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
中
止
や
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
四
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た
。

郡 山 大 会 順 序

Ⅰ　開 会 式… １０：3０～１１：１０
　１　開式のことば
　２　国歌斉唱
　３　会長あいさつ
　４　大会実行委員長あいさつ
　５　来賓あいさつ
　　⑴　福島県教育委員会教育長…様
　　⑵　郡山市長…様
　６　来賓紹介・祝電披露
　７　閉式のことば
Ⅱ　講演「近代日本の礎　安積艮斎」
　　　安藤　智重…氏… １１：２０～１２：２０
Ⅲ　昼食・懇談（VTR視聴）…１２：２０～１3：１０
Ⅳ　体験発表… １3：１０～１４：２5
　①　福 島 支 部　宍戸　仙助
　②　南会津支部　小林　宗一
　③　相 馬 支 部　吉田　雄二
Ⅴ　大会宣言… １４：35～１４：４5
Ⅵ　閉 会 式… １４：４5～１４：55
　１　開式のことば
　２　次期開催支部代表あいさつ
　３　閉式のことば

第
五
十
七
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

郡
山
大
会
開
催
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１　

安
積
艮
斎
立
志
伝

　

安
積
艮
斎
（
通
称
祐
助
）
は
、

安
積
国
造
神
社
第
五
十
五
代
宮

司
の
三
男
と
し
て
二
本
松
藩
領

の
郡
山
村
に
生
ま
れ
た
。
十
七

歳
の
時
、
学
問
の
道
を
志
し
て

江
戸
に
上
り
、
道
中
、
僧
日
明

（
に
ち
み
ょ
う
）
に
出
会
い
、

そ
の
紹
介
で
儒
学
者
佐
藤
一

斎
、
林
述
斎
に
学
ん
だ
。
炒
り

豆
を
糧
に
江
戸
を
め
ざ
し
た
話

が
、
柏
屋
の
ご
ん
さ
い
豆
と

な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天

保
二
年
（
一
八
三
一
）『
艮
斎

文
略
』
を
出
版
し
て
文
名
が
上

が
り
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

に
は
昌
平
坂
学
問
所
の
教
授
と

な
っ
た
。

２　

儒
学
と
は
何
か

　

孔
子
を
始
祖
と
す
る
思
想
の

体
系
が
儒
学
と
称
さ
れ
る
も
の

で
、
儒
教
と
い
う
呼
び
名
は
仏

教
へ
の
対
抗
か
ら
生
じ
た
。
宋

代
の
儒
学
者
た
ち
が
儒
学
を
と

ら
え
直
し
て
、
朱
子
学
と
な
っ

て
展
開
し
、
中
国
、
朝
鮮
、
日

本
、
ベ
ト
ナ
ム
等
の
治
世
の
教

学
と
な
っ
た
。

　

艮
斎
は
朱
子
学
を
主
と
す
る

も
拘
泥
せ
ず
の
立
場
を
と
っ
た
。

一
八
四
一
年
（
天
保
十
二
年
）

に
出
版
し
た
思
想
啓
蒙
書
『
艮

斎
間
話
』
は
、
幕
末
・
明
治
期

に
愛
読
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の

儒
学
の
学
習
方
法
の
一
つ
に
、

経
書
を
題
材
と
し
て
塾
生
同
士

が
自
由
に
討
論
し
、
先
生
が
批

判
を
加
え
当
否
を
言
う
学
習
法

（
輪
講
・
会
読
）
が
あ
っ
た
。

３　
尚
歯
会
の
交
友
と
蛮
社
の
獄

　

国
防
を
論
じ
た
『
洋
外
紀
略
』

　

尚
歯
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
内
容
は
、
は
じ
め
飢
饉
対
策

が
主
で
あ
っ
た
が
、
西
洋
強
国

の
勢
力
拡
大
に
危
機
を
感
じ
、

海
防
に
話
題
が
転
じ
た
。
開
明

的
な
儒
学
者
、
蘭
学
者
、
幕
臣

が
集
っ
た
。
幕
府
は
西
洋
の
学

問
を
あ
る
程
度
容
認
し
て
い
た

が
、
蘭
学
を
嫌
う
保
守
勢
力
の

老
中
水
野
忠
邦
と
鳥
居
耀
蔵
と

に
よ
っ
て
言
論
弾
圧
が
行
わ
れ

た
。
友
人
渡
辺
崋
山
邸
捜
査
の

中
で
、
国
防
批
判
の
艮
斎
詩
稿

「
大
雪
行
」
が
押
収
さ
れ
た
が
、

漢
詩
だ
か
ら
お
構
い
な
し
と
さ

れ
た
。

　

開
明
派
老
中
阿
部
正
弘
も
、

薩
摩
の
島
津
久
光
も
、
日
本
初

の
総
合
的
な
国
防
論
た
る
艮
斎

の
『
洋
外
紀
略
』
を
読
ん
だ
。

艮
斎
は
外
国
事
情
に
詳
し
く
海

防
論
の
論
客
で
も
あ
っ
た
。
幕

府
儒
官
と
し
て
ア
メ
リ
カ
大
統

領
書
翰
（
漢
文
）
を
和
訳
し
た
。

ペ
リ
ー
は
、
中
国
に
寄
港
し
た

と
き
に
、
書
翰
の
英
文
を
漢
訳

し
て
い
た
。
古
来
東
ア
ジ
ア
で

は
漢
文
を
共
通
言
語
と
し
て
交

流
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
代

は
東
洋
と
西
洋
と
を
結
ぶ
言
語

と
も
な
っ
た
。
開
国
か
攘
夷
か

の
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
、
艮
斎

は
回
答
延
引
策
を
主
張
し
、
江

戸
湾
に
砲
台
を
築
く
な
ど
防
備

を
固
め
て
か
ら
交
渉
し
な
い
と

不
利
に
な
る
と
も
述
べ
た
。

４�　

門
下
生
三
千
人
、
近
代

国
家
日
本
形
成
期
に
安
積

塾
か
ら
人
材
を
輩
出

　

艮
斎
の
門
人
た
ち
は
、
後
世

に
名
を
残
し
た
者
が
二
百
名
を

超
え
、
幕
末
・
維
新
期
に
お
い

て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、

中
央
や
地
方
で
近
代
国
家
建
設

を
担
っ
た
。
朱
子
学
は
、
持
続

性
重
視
・
身
分
制
度
温
存
・
文

明
構
築
志
向
の
倫
理
で
、
幕
府

が
治
世
の
た
め
に
利
用
し
た
。

し
か
し
艮
斎
は
、
反
朱
子
学
た

る
陽
明
学
の
語
「
道
は
天
下
の

公
道
な
り
、
学
は
天
下
の
公
学

な
り
」
を
『
艮
斎
間
話
』
に
引

い
た
。「
善
の
有
る
所
は
皆
我

が
師
な
り
、
そ
の
善
な
る
は
皆

従
う
べ
し
」
と
し
他
の
思
想
か

ら
も
善
な
る
は
採
用
し
た
。

５�　

近
代
日
本
の
思
想
・

　

教
育
・
文
学
へ
の
影
響

　
『
艮
斎
間
話
』
の
中
で
老
子

の
言
葉
「
足
る
を
知
る
」
を
引

用
し
て
国
防
論
を
展
開
、
覇
権

主
義
を
否
定
し
て
平
和
思
想
を

論
じ
、「
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及

ば
ざ
る
が
如
し
」
と
、
外
交
中

庸
の
道
を
説
い
た
。

　

教
育
に
お
い
て
は
「
百
姓
が

野
菜
大
根
を
作
る
と
き
に
は
、
一

本
一
株
を
大

切
に
す
る
。

大
小
そ
ろ
わ

な
く
と
も
よ

い
。
人
の
教

育
も
、
自
分

の
考
え
を
押

し
つ
け
ず
、

相
応
に
教
育
す
べ
き
だ
。
善
人

に
さ
え
な
れ
ば
役
に
立
つ
」（
艮

斎
間
話
）
と
説
き
、
艮
斎
の
門

人
た
ち
が
近
代
日
本
の
学
校
教

育
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

　

明
治
の
文
豪
の
基
盤
は
漢
文

学
に
あ
っ
た
。
艮
斎
の
漢
詩
文

は
格
調
が
高
く
個
性
が
あ
っ

た
。
そ
の
紀
行
文
「
遊
豆
紀
勝
」

等
は
、
明
治
の
文
豪
に
影
響
を

与
え
た
。

　

艮
斎
は
、「
聖
人
の
政
で
も
数

百
年
も
久
し
く
続
け
ば
流
弊
が

生
じ
、
人
々
が
反
感
を
持
つ
。
勢

い
で
そ
う
な
る
。
だ
か
ら
時
勢

を
は
か
っ
て
変
革
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。「
時
代

が
変
わ
れ
ば
教
え
も
変
わ
る
」

と
孔
子
を
も
相
対
化
し
、「
そ
の

本
質
を
貫
く
も
の
は
道
で
あ
っ

て
変
わ
ら
な
い
」
と
も
述
べ
た
。

儒
学
を
実
学
・
社
会
変
革
の
学

問
と
し
て
と
ら
え
直
し
た
艮
斎

の
思
想
は
、
今
も
生
き
て
い
る
。

…

（
記
録　

郡
山　

渡
邊
晋
一
）

講 演
『
近
代
日
本
の
礎
　
安
積
艮
斎
』

安
積
国
造
神
社　

宮
司　

安
藤　

智
重�

氏
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１　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル

　
「
東
南
ア
ジ
ア
山
岳
少
数
民

族
の
子
ど
も
た
ち
の
瞳
の
輝
き

に
学
ぶ
」

２　

三
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

当
団
体
は
、
三
つ
の
使
命
に

よ
り
活
動
し
て
い
る
。
①
東
南

ア
ジ
ア
の
貧
し
い
学
習
環
境
で

学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
。
②
日
本

の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
現
地

へ
届
け
、
継
続
的
に
交
流
を
進

め
る
こ
と
。
③
日
本
の
中
学
生

や
高
校
生
、
先
生
方
を
現
地
に

案
内
し
、
学
び
教
え
る
意
味
と

意
義
の
再
発
見
を
促
す
こ
と
の

三
つ
で
あ
る
。

３　

学
習
環
境
の
改
善

　

福
島
県
公
立
学
校
長
を
退
職

後
通
い
始
め
た
東
南
ア
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
山
奥
。
そ
こ
に
は
、

日
本
で
は
、
滅
多
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
瞳
輝
く
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
・

ラ
オ
ス
を
中
心
に
、
山
奥
に
住

む
山
岳
少
数
民
族
の
貧
し
い

村
々
の
支
援
に
明
け
暮
れ
十
年
。

学
校
建
築
・
小
規
模
水
力
発
電

所
の
建
設
に
よ
る
電
気
の
供
給
、

リタイヤ後は、
　　　利他 Years!

福島支部
宍戸　仙助

寮
・
ト
イ
レ
・
飲
料
水
用
井
戸

掘
削
・
飲
料
水
用
水
浄
化
シ
ス

テ
ム
の
建
設
、
大
型
テ
レ
ビ
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
教
育

機
器
の
寄
贈
、
絵
本
の
寄
贈
、

奨
学
金
制
度
の
立
ち
上
げ
な
ど

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
定
め
る
目
標
の

絶
対
貧
困
レ
ベ
ル
一
日
一
・
九
Ｕ

Ｓ
Ｄ
、
そ
の
半
分
以
下
で
暮
ら

し
な
が
ら
も
、
家
族
を
思
い
や

り
、
家
族
を
助
け
る
た
め
に
懸

命
に
働
き
な
が
ら
、「
幼
い
弟
や

妹
を
、
学
校
で
、
学
び
た
い
だ

け
学
ば
せ
て
あ
げ
た
い
。」
と
訴

え
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
姿
に

は
、
私
た
ち
が
忘
れ
は
じ
め
て
い

る
生
涯
幸
せ
で
あ
る
た
め
の
大

き
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

４�　

日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
支
援
を
届
け
る

　

講
演
活
動
は
、
十
年
間
で
、

通
算
五
百
六
十
回
を
数
え
、
国

内
で
は
、
北
海
道
東
部
中
標
津

町
か
ら
広
島
県
・
島
根
県
ま
で
、

海
外
で
の
講
演
も
東
南
ア
ジ
ア

各
国
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
・
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
大

学
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
・
エ

コ
ル
ノ
ル
マ
ル
シ
ュ
ペ
リ
エ
ー

ル
大
学
院
大
学
ま
で
、
十
数
回

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
出
会
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
僕
た
ち
私
た
ち
も
、

あ
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
の
力

に
な
り
た
い
。」
と
立
ち
上

が
っ
て
く
れ
る
。
そ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
預
か
っ
た
支
援

金
で
教
育
機
器
等
を
届
け
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
交
流
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
就
感
・
達
成
感
を
育
む
活

動
を
続
け
て
い
る
。

５�　

中
高
校
生
や
先
生
方

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
三
年
間
実
施

で
き
な
か
っ
た
高
校
生
を
引
率

し
て
の
現
地
で
の
交
流
活
動
も

再
開
し
、
昨
年
十
二
月
に
は
、

三
十
二
人
も
の
高
校
生
の
生
涯

に
残
る
体
験
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
き
た
。
今
年
八
月
に

は
、
日
本
の
先
生
方
を
は
じ
め

に
二
十
三
人
を
案
内
し
て
の
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
実
施
予
定
で

あ
る
。

６　

お
わ
り
に

　

昨
年
九
月
、
寄
付
者
が
税
制

上
の
優
遇
措
置
「
寄
附
控
除
」

を
受
け
る
資
格
「
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
に
認
証
い
た
だ
き
、
今
年

二
月
に
は
、
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
登

録
も
二
度
目
の
更
新
が
で
き

た
。
ま
た
、
Ｋ
―
１
の
「
武
尊

君
」
と
の
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
す

る
。

　

す
べ
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
こ
と
か
ら
学
べ
る
「
自
己

有
用
感
」
の
喜
び
か
ら
、
い
つ

ま
で
も
、「
夢
と
希
望
」
を
い

だ
き
、
育
く
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
の
有
り
難
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。

体験発表①

ベトナム中部、Quang Nam省、
Tay Giang郡、Alui幼稚園にて

Lam Binh郡、Phuc Yen小学校、
Na Kieng分校、建設
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１　

は
じ
め
に

　

南
会
津
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
僻

地
、
豪
雪
地
帯
、
山
ば
か
り
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
か

つ
て
は
、
赴
任
拒
否
や
突
然
の

離
職
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

現
在
は
車
社
会
と
な
り
大
変
便

利
に
な
っ
て
き
た
が
、
交
通
が

発
達
し
な
か
っ
た
時
代
は
生
活

す
る
に
は
大
変
な
地
域
だ
っ
た
。

・
南
会
津
で
の
戦
い

　

し
か
し
、
戦
国
時
代
、
江
戸

時
代
の
頃
は
違
う
面
を
見
せ
て

い
る
。
天
正
十
七
年
（
一
五
八

九
）
伊
達
政
宗
軍
が
会
津
蘆
名

軍
を
破
っ
た
際
、
伊
達
軍
は
南

会
津
旧
伊
南
村
の
久
川
城
、
旧

南
郷
村
和
泉
田
の
河
原
崎
城
に

ま
で
攻
め
入
っ
て
い
る
。

　

十
年
ほ
ど
前
、
富
山
市
で
三

隻
の
屏
風
絵
が
戊
辰
戦
争
の

際
、
富
山
藩
の
御
用
絵
師
が
描

い
た
南
会
津
で
の
戦
い
の
絵
で

あ
る
と
わ
か
っ
た
。
伊
南
、
南

郷
、
只
見
で
の
戦
い
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
大
筒
を

撃
ち
合
っ
て
ま
で
の
激
し
い
戦

い
の
よ
う
で
あ
る
。
田
島
、
下

郷
で
の
戦
い
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ

た
。
な
ぜ
こ
ん
な
山
奥
に
ま
で

来
て
戦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
交
通
の
要
所

　

南
会
津
の
街
道
に
は
、
若
松

か
ら
大
内
、
田
島
を
経
て
今
市

ま
で
続
く
下
野
街
道
、
長
岡
藩

河
井
継
之
助
で
知
ら
れ
る
新
潟

県
三
条
か
ら
八
十
里
越
峠
を
経

て
南
会
津
へ
入
る
街
道
、
新
潟

県
小
出
か
ら
六
十
里
越
峠
経
て

入
る
街
道
、
群
馬
県
上
州
上
田

か
ら
尾
瀬
・
檜
枝
岐
を
経
て
入

る
沼
田
街
道
、
下
郷
か
ら
栃
木

県
板
室
へ
続
く
会
津
中
街
道
な

ど
が
あ
り
交
通
の
要
所
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
き

な
戦
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
南
会
津
は
単
な
る
僻

地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た
い
と
思
っ
た
。

２�　

日
本
遺
産
「
御
蔵
入
三

十
三
観
音
」
に
つ
い
て

　

町
文
化
財
保
護
審
議
員
を
し

て
い
る
の
だ
が
、
三
年
が
か
り

で
取
材
、
撮
影
、
執
筆
、
編
集

を
し
教
育
委
員
会
か
ら
出
版
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

・
「
御
蔵
入
三
十
三
観
音
」
の

設
立

　
「
御
蔵
入
三
十
三
観
音
」
は

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
和

泉
田
の
中
山
玄
智
が
中
心
と
な

り
設
立
し
た
。

　

伊
達
郡
に
攻
め
ら
れ
た
河
原

崎
城
で
の
戦
い
で
城
主
五
十
嵐

和
泉
守
が
破
れ
た
。
そ
の
際
和

泉
田
軍
を
な
で
切
り
に
し
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
（
天
正
伊
達

日
記
）。
そ
の
た
め
、
和
泉
田

の
地
は
兵
火
の
た
め
焼
亡
し
て

し
ま
い
、
か
つ
て
は
道
理
を
わ

き
ま
え
仏
に
帰
依
し
て
い
た
が

今
は
先
祖
孝
行
も
子
孫
繁
栄
も

護
る
方
法
が
な
い
と
い
う
記
録

も
残
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
仏
の
広
大
な
慈
悲
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
迷
い
の
闇
を
照
ら
そ

う
と
い
う
思
い
で
「
御
蔵
入
三

十
三
観
音
」
を
設
け
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
し
た
。

　

札
所
は
和
泉
田
組
梁
取
村

（
現
只
見
町
梁
取
）
の
成
法
寺

観
音
堂
（
国
指
定
重
要
文
化

財
）
を
一
番
札
所
と
し
、
昭
和

村
、
会
津
美
里
町
、
下
郷
町
、

旧
田
島
町
、
旧
舘
岩
村
、
旧
伊

南
村
、
旧
南
郷
村
と
回
り
、
和

泉
田
の
千
高
堂
を
三
十
三
番
札

所
と
し
て
い
る

・
富
豪
の
寄
進

　

南
会
津
伊
南
川
沿
い
の
札
所

に
は
立
派
な
仏
像
が
数
多
く
祀

ら
れ
て
い
る
が
、
麻
の
商
売
で

豪
商
と
な
っ
た
方
よ
り
の
寄
進

に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
二
十

七
番
札
所
、
大
橋
の
清
水
堂
に

は
三
十
三
観
音
が
祀
ら
れ
て
い

る
が
、
大
橋
の
豪
商
が
京
都
か

ら
三
十
三
体
の
観
音
を
購
入
し

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
何
人
で

行
き
、
何
日
か
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
購
入
費
を
含
め
莫
大

な
費
用
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

３　

取
材
へ
の
協
力

　

各
札
所
の
取
材
で
は
、
仕
事

を
中
断
し
て
ま
で
施
錠
を
外
し

仏
像
を
撮
影
さ
せ
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
地
区
の
方
々
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
。
中
で
も
十
三

番
札
所
下
郷
町
南
倉
沢
嶽
の
堂

で
の
撮
影
で
は
、
全
戸
の
住
民

が
集
ま
り
お
堂
を
清
掃
し
、
畳

を
敷
き
、
十
人
が
か
り
で
宮
殿

の
屋
根
を
外
し
仏
像
を
出
し
て

く
だ
さ
り
撮
影
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。
涙
が
出
る
ほ
ど
あ
り

が
た
か
っ
た
。

４　

お
わ
り
に

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
地
域

共
同
体
と
し
て
の
脆
弱
化
、
信

仰
心
の
低
下
、
無
関
心
な
ど
の

た
め
、
地
域
の
文
化
財
を
維
持

し
て
い
く
の
が
い
か
に
大
変
か

と
い
う
を
取
材
を
通
し
実
感
し

た
。

　

こ
の
資
料
集
を
地
域
の
方
々

に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
文
化
財
の
重
要
性

を
知
っ
て
、
大
切
に
護
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
出
版

の
ね
ら
い
で
あ
る
。
地
域
の
文

化
財
を
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

「日本遺産 御蔵入り三十三観音」
を取材して
南会津支部
小林　宗一

体験発表②
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は
じ
め
に

　

本
法
人
は
、
本
年
十
月
で
創

立
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
現

在
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

と
本
年
四
月
に
開
設
し
た
生
活

介
護
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

両
事
業
所
と
も
生
産
活
動
や

集
団
生
活
を
通
し
て
、
一
人
一

人
の
実
態
に
応
じ
て
社
会
性
や

協
調
性
を
育
み
、
社
会
生
活
を

営
む
上
で
基
盤
と
な
る
習
慣
や

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

生
活
支
援
や
地
域
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
生
産
活
動
、
余

暇
活
動
等
の
支
援
の
充
実
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

ス
マ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
十

九
名
の
利
用
者
の
方
が
家
庭
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
通
所
し

て
い
る
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の

か
か
わ
り
は
今
年
で
九
年
目
を

迎
え
る
が
、
生
活
支
援
や
作
業

支
援
を
通
し
、
彼
ら
の
成
長
ぶ

り
に
驚
き
と
支
援
の
在
り
方
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
あ
る
。

１　

利
用
者
の
実
態

　

十
代
後
半
か
ら
六
十
代
後
半

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
在

籍
し
て
い
る
。
平
均
年
齢
が
三

十
八
・
一
歳
と
高
齢
化
が
進
ん

本事業所における
障がい者支援の現状と課題

相馬支部
吉田　雄二

で
い
る
。
知
的
障
害
が
主
で
あ

る
が
、
肢
体
不
自
由
を
併
せ

持
っ
た
方
な
ど
、
障
が
い
の
状

況
や
程
度
も
様
々
で
あ
る
。

２　

作
業
内
容
に
つ
い
て

　

作
業
は
、
施
設
内
作
業
と
施

設
外
作
業
に
分
か
れ
て
い
る
。

施
設
内
で
は
、
段
ボ
ー
ル
や

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の
組
み
立
て
、

海
苔
の
し
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ッ
プ

カ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
栽

培
、
藍
染
等
を
行
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
栽
培
と
藍
染

は
自
主
作
業
と
し
て
数
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

販
路
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

施
設
外
作
業
と
し
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
は
ま
な
す
館

清
掃
、
相
馬
市
郷
土
蔵
清
掃
を

職
員
が
同
行
し
て
行
っ
て
い

る
。
福
島
ニ
チ
ア
ス
の
自
動
車

部
品
の
点
検
作
業
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
方
が
単
独
で

行
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
月
末

に
支
給
さ
れ
る
工
賃
を
楽
し
み

に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３　

支
援
の
実
際

　

障
が
い
の
程
度
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
一
人
の
可
能
性
を
絶

え
ず
追
求
す
る
姿
勢
を
大
切
に

し
て
い
る
。
利
用
者
の
持
ち
味

や
よ
さ
を
伸
長
さ
せ
な
が
ら
、

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

が
で
き
る
よ
う
以
下
の
点
に
留

意
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

・
利
用
者
の
年
齢
や
適
正
、
本

人
の
希
望
等
を
考
慮
し
た
作

業
班
の
編
成
と
作
業
工
程
の

細
分
化

・
治
具
の
開
発
や
本
人
の
意
志

決
定
を
重
視
し
た
か
か
わ
り

・
特
性
を
踏
ま
え
た
視
覚
支
援

の
工
夫
や
作
業
手
順
書
の
活

用
等

　

ま
た
、
経
験
が
浅
い
職
員
も

多
く
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
研
修
や

ケ
ー
ス
会
議
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

年
間
を
通
し
て
、
生
活
に
潤

い
と
メ
リ
ハ
リ
を
も
て
る
よ
う

行
事
も
大
切
に
し
て
い
る
。
社

会
体
験
事
業
や
季
節
の
行
事
な

ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
喜
ん

で
参
加
で
き
る
内
容
を
工
夫
し

て
い
る
。

４　

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止

　

利
用
者
主
体
の
支
援
を
進
め

る
た
め
に
は
、
権
利
擁
護
・
虐

待
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
る
。
虐
待
防
止
委
員
会
、

身
体
拘
束
適
正
化
検
討
委
員
会

の
計
画
的
な
開
催
、
虐
待
防
止

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
マ
イ
ル

ボ
ッ
ク
ス
の
活
用
、
外
部
講
師

招
聘
に
よ
る
施
設
内
研
修
会
の

開
催
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

５　

課　

題

⑴　

生
活
介
護
事
業
所
の
開
設

に
伴
う
利
用
者
の
所
属
変
更

を
踏
ま
え
、
現
行
作
業
の
再

編
と
新
規
作
業
の
導
入
を
図

り
、
利
用
者
が
一
般
就
労
を

目
指
せ
る
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑵　

本
人
が
就
労
を
希
望
し
て

も
家
族
が
反
対
し
て
い
る
事

例
、そ
の
逆
の
事
例
も
あ
る
。

本
人
と
家
族
へ
の
情
報
提
供

や
就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
企
業
実
習
の

開
拓
・
提
供
等
、
一
般
就
労

に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑶　

市
内
と
近
隣
市
町
村
に
Ｂ

型
の
事
業
所
の
開
設
が
増
え

て
い
る
。
事
業
所
間
の
連
携
、

行
政
等
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
支
援
を
受
け
な

が
ら
地
域
で
自
立
的
な
生
活

が
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

体験発表③
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大　会　宣　言
　私たち福島県公立学校退職校長会は，創立以来，先人の教育に寄せる熱い思いと献身的な取
組を継承して半世紀を超える歴史を重ねて来た。この間，自らの生活の向上，地域社会の伸展，
そして本県教育振興への寄与と発展のために様々な取組を行ってきた。
　しかしながら，東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故によって，私たちの生
活は大きく様変わりし，１２年が経過した。被災地区においては現在もなお原発事故の収束と復
旧・創生への遠い道のりが続いている。また，新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振
るい，本県においても憂慮すべき事態が続いている。
　このような中にあって，私たちは，本会の存在意義を改めて見つめ直し，「双葉の灯を消さ
ない」よう，組織力を活かすとともに，これまで積み重ねてきた会員一人一人の経験と知恵を
活かし，ふるさと復興の支援活動を進めてきた。また，新しい生活様式を取り入れ，新型コロ
ナウイルス感染予防を徹底しながら本会並びに各支部活動を展開しているところである。
　ここに，第5７回郡山大会の開催にあたり，下記事項の実現に向けて決意を新たにするもので
ある。

記

一　ふるさと・ふくしまの復興・創生に向けて，地域社会の活動に積極的に協力し，一人一人
が生きがいをもって生活することができるよう努める。

一　さらなる魅力ある会を目指すとともに，支部活動や地域社会貢献活動を充実させ，会員同
士のふれ合いや支え合いを一層深めるよう努める。

一　本県の未来を担う子どもたちの豊かな心とたくましく生きる力を育むための教育環境の整
備が図られるよう，教育機関や関係諸団体と連携を密にし，会員の経験を生かした活動に努
める。

一　退職後の生活の再建・安定のために，年金生活が保障され，保険・医療，福祉等の制度が
より充実されるよう，現職校長会をはじめ関係団体との連携を図りながら要望活動の強化に
努める。

一　ガイドラインに基づき，新しい生活様式を積極的に取り入れ，新型コロナウイルス感染予
防対策を徹底する。

　　　令和５年６月１４日
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